





























































宇都宮大学国際学部３年 村 里 杏 子
3HANDS next
した。自文化を二つ持つことは素晴らしいこと、
自分のHome（居場所）を見つけることの大切さ、
必ず誰かが助けてくれるということを忘れない
でほしいことなど、外国にルーツを持つ葛藤を
経験した彼らの言葉は、非常に印象深いもので
した。
今回のフォーラムで、初めてブラジル人学校
に通う子どもたちの様子を知った方もたくさん
いらっしゃると思います。外国人児童生徒問題
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岩村　恵（国際学部４年）
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に対して私たち学生にできることは、微々たる
ものですが、今回のフォーラムで、外国人児童
生徒の存在について少しでも広まることを願っ
ています。また、今後も外国人児童生徒の声に
耳を傾け続け、HANDS Jr. 一丸となって外国人
児童生徒支援に関わっていこうと思っています。
最後になりましたが、HANDS Jr. のメンバー、
大学の先生方、フォーラムに来てくださった皆
様など、多くの方々に感謝いたします。
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みなさん、こんにちは。本日は、来年４月か
ら始まる予定の特別の教育課程による日本語指
導について背景やその内容について説明します。
まず、背景について、2つの側面からみていき
ましょう。
1つ目は、日本語指導が必要な外国人児童生徒
の数です。小・中・高等学校において、平成 24
年度の時点で、27,013 人在籍しています。その
数は、平成 20 年度をピークに若干微減していま
すが、全国的な統計をみると、いわゆる集住都
市といわれているところから、全国まんべんな
く散在しているという状況に移りつつあります。
次に、日本語指導が必要な日本国籍の子ども
の数です。右肩上がりでどんどん増えています。
第2部「特別の教育課程による日本語指導の開始に向けて」
～文部科学省初等中等教育局国際教育課課長補佐　河村裕美様からの説明（一部抜粋）～
《　学生実行委員　》
